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か
な
が
わ
ハ
ー
ト
フ
ル

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８

�

in
ひ
ら
つ
か

テ
ー
マ　
「
か
な
が
わ
ハ
ー
ト
フ

ル
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
in
ひ
ら
つ

か
」
や
さ
し
い
心
と
ど
け
よ
う
～

ひ
ら
つ
か
の
海か

風ぜ

に
の
せ
て
～

日　
時　
12
月
1
日
㈯
13
時
～
16

時
（
開
場
12
時
30
分
）

場　
所　
平
塚
市
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル

内　
容

・�

横
浜
高
校
野
球
部
前
監
督
渡
辺

元
智
氏
に
よ
る
講
演

・�

よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
疾
風
乱
舞
に

よ
る
演
舞

・�

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

等
申
込
方
法　
ハ
ガ
キ
、
FAX
、
電
話
、

メ
ー
ル
で
行
事
名
、
代
表
者
の
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
参
加
人
数
、
保
育
希
望
者
は

子
ど
も
の
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
年

齢
、
性
別
を
明
記
、
手
話
通
訳
希

望
者
は
手
話
通
訳
希
望
と
明
記

締　
切　
11
月
16
日
㈮

照
会
先　
神
奈
川
県
人
権
男
女
共

同
参
画
課

☎
０
４
５
―
２
１
０
―
３
６
３
７

FAX
０
４
５
―
２
１
０
―
８
８
３
２

『
忘
れ
て
な
い
？　
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ

に
火
の
確
認
』�

―
秋
季
火
災
予
防
運
動
―

　
少
し
ず
つ
寒
さ
が
増
す
こ
の
時

季
に
、
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
11
月
９
日
㈮
か
ら

15
日
㈭
ま
で
『
秋
季
火
災
予
防
運

動
』
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
の
発
生
し

や
す
く
な
る
こ
の
時
季
に
、
皆
さ

ん
に
防
火
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
、

尊
い
生
命
や
財
産
を
奪
う
火
災
を

防
ぐ
た
め
、
全
国
一
斉
に
展
開
さ

れ
る
も
の
で
す
。

実
施
内
容

・�

防
火
ポ
ス
タ
ー
展
（
役
場
本
庁

舎
住
民
ホ
ー
ル
）
11
月
９
日
㈮

～
15
日
㈭

・�

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
を
対
象
に
し

た
防
火
・
防
災
教
育

・�

防
災
業
者
に
よ
る
老
朽
化
消
火

器
の
回
収
（
有
料
）
お
よ
び
消

火
器
・
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

販
売
11
月
10
日
㈯
10
時
～
12
時

（
消
防
本
部
・
箱
根
分
遣
所
）

13
時
～
15
時
（
役
場
本
庁
舎
・

仙
石
原
分
遣
所
）

・�

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
促

進
活
動

・�

地
域
消
防
団
を
中
心
と
し
た
地

域
防
火
推
進
活
動

fm0216.s8c@pref.kanagawa.jp

生
ご
み
処
理
機
器

購
入
費
補
助
に
つ
い
て

　
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る
た

め
、
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
、
生

ご
み
堆
肥
化
処
理
容
器
を
購
入
し

た
方
、
業
務
用
生
ご
み
処
理
機

（
処
理
能
力
10
㎏
／
日
）
を
購
入

ま
た
は
リ
ー
ス
し
た
事
業
者
に
、

購
入
費
等
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対　
象　
町
内
に
住
所
を
有
し
、

か
つ
居
住
し
て
い
る
方
ま
た
は
町

内
に
事
業
所
を
有
し
て
い
る
事
業

者
。
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

補
助
額
お
よ
び
補
助
基
数

【
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
】

　
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
（
補

助
限
度
額
３
万
円
）・
１
世
帯
ま

た
は
１
事
業
所
に
つ
き
１
基

【
生
ご
み
堆
肥
化
処
理
容
器
】

　
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
（
補

助
限
度
額
５
千
円
）・
１
世
帯
ま

た
は
１
事
業
所
に
つ
き
２
基

【
業
務
用
生
ご
み
処
理
機
】

　
購
入
金
額
に
設
置
費
用
を
加
え

た
額
ま
た
は
リ
ー
ス
期
間
中
の
各

年
度
額
の
２
分
の
１
以
内
（
補
助

限
度
額
１
０
０
万
円
）・
１
事
業

所
に
つ
き
１
基

申
請
方
法　
環
境
課
に
問
い
合
わ

【
空
き
地
・
空
き
家
の
管
理
】

　
放
火
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
な

ど
に
よ
る
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
所
有
者
、
管
理
者
は
適
正
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
空
き
地
の
管
理

①�

枯
草
は
刈
り
取
る
か
、
土
砂
な

ど
で
埋
め
ま
し
ょ
う

②�

燃
え
や
す
い
も
の
が
あ
る
場
合

は
、
周
囲
を
フ
ェ
ン
ス
な
ど
で

囲
い
、
み
だ
り
に
人
が
入
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
空
き
家
の
管
理

①�

簡
単
に
人
が
出
入
り
で
き
な
い

よ
う
に
施
錠
し
ま
し
ょ
う

②�

燃
え
や
す
い
も
の
を
周
囲
に
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

③�

ガ
ス
、
電
気
は
確
実
に
切
っ
て
、

プ
ロ
パ
ン
ボ
ン
ベ
、
危
険
物

（
灯
油
な
ど
）
は
、
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

『
大
丈
夫
で
す
か
？

�

住
宅
用
火
災
警
報
器
』

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

既
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
が

あ
り
ま
し
た
ら
設
置
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
住
宅
に

つ
き
ま
し
て
も
機
器
が
製
造
さ
れ

て
か
ら
、
概
ね
10
年
で
内
部
の
電

せ
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
環
境
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
５

神
奈
川
県
最
低
賃
金
の

改
正
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
10
月
1
日
か
ら
、
神

奈
川
県
最
低
賃
金
は
、
時
間
額

９
８
３
円
（
27
円
引
き
上
げ
）
と

な
り
ま
し
た
。

　
神
奈
川
県
最
低
賃
金
は
、
県
内

の
事
業
者
で
働
く
常
用
・
臨
時
・

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
の
雇
用

形
態
や
呼
称
の
如
何
を
問
わ
ず
、

す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
次
の
賃
金
は
最
低
賃
金
の
対
象

と
な
る
賃
金
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

①�

精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家

族
手
当

②�

臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

③�

１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に

支
払
わ
れ
る
賃
金

④�

時
間
外
、
休
日
労
働
に
対
す
る

賃
金
、
深
夜
割
増
賃
金

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
向

け
に
各
種
支
援
策
、
無
料
相
談
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

照
会
先　
神
奈
川
県
働
き
方
改
革

推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
５
―
３
０
７
―
３
７
７
５

池
が
切
れ
て
作
動
し
な
い
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
定
期
的
な
点
検
を

お
願
い
し
ま
す
。

照
会
先　
消
防
本
部
消
防
総
務
課

（
予
防
係
）�

☎
８
２
―
４
５
０
５

小
規
模
な
飲
食
店
等
に
も

消
火
器
の
設
置
が
必
要
と

な
り
ま
し
た

　
今
ま
で
は
、
延
べ
面
積
１
５
０

㎡
以
上
の
飲
食
店
等
に
消
火
器
の

設
置
が
消
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
12
月

22
日
、
新
潟
県
糸
魚
川
市
の
飲
食

店
に
お
い
て
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
消

し
忘
れ
に
よ
り
発
生
し
た
大
規
模

火
災
を
き
っ
か
け
に
、
初
期
消
火

の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
、
店
舗
面

積
に
か
か
わ
ら
ず
、
小
規
模
な
飲

食
店
等
（
防
火
上
有
効
な
措
置
が

講
じ
ら
れ
た
も
の
を
除
く
。）に
つ

い
て
も
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
平

成
31
（
２
０
１
９
）
年
10
月
１
日

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
飲
食
店
等
は
、
期
日
ま
で
に

消
火
器
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
防
火
上
有
効
な
措
置
が
講
じ

ら
れ
た
も
の
」
と
は

①
調
理
油
過
熱
防
止
装
置
の
設
置

　
ガ
ス
コ
ン
ロ
本
体
に
温
度
の
上

「
社
会
保
険
料（
国
民
年

金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で

す
。
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法

及
び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や

厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を

納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平

成
30
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納

め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。

過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保

険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け

で
は
な
く
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や

お
子
様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民

年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場

合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
30
年
中
に
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保

昇
を
感
知
し
て
ガ
ス
の
供
給
を
停

止
し
て
火
を
消
す
装
置
が
備
わ
っ

た
器
具
。
た
だ
し
、
立
ち
消
え
防

止
装
置
の
み
で
は
「
防
火
上
有
効

な
措
置
」
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

取
扱
説
明
書
等
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

②
自
動
消
火
装
置
の
設
置

　
コ
ン
ロ
上
部
の
フ
ー
ド
内
に
、

自
動
的
に
火
災
を
感
知
し
て
消
火

剤
を
放
出
す
る
装
置
を
設
置
し
た

場
合
。

③
そ
の
他

　
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
使
用
し
た

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
本
体
に
、
ボ
ン

ベ
が
過
熱
等
に
よ
り
圧
力
異
常
が

起
き
た
時
に
、
ガ
ス
の
供
給
を
停

止
す
る
装
置
が
設
置
し
て
あ
る
器

具
。

　
な
お
、
法
令
改
正
に
伴
い
消
火

器
の
設
置
が
必
要
に
な
る
場
合

は
、
設
置
場
所
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
消
防
本
部
消
防
総
務
課

（
予
防
係
）�

☎
８
２
─
４
５
０
５

11
月
は
不
法
投
棄

撲
滅
強
化
月
間
で
す

　
「
不
法
投
棄
を
し
な
い
！　
さ

せ
な
い
！　
ゆ
る
さ
な
い
！
」

険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
30
年
１
月
１

日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送

ら
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
申
告
書

の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。（
９
月
下
旬
か
ら
10

月
上
旬
に
か
け
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
一
部
の
方
は
、
11
月

中
旬
頃
送
ら
れ
る
予
定
で
す
。）

　
ま
た
、
平
成
30
年
10
月
２
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年

は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月

上
旬
に
送
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年

金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の

事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強

い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保
険

料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ

ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

照
会
先　
小
田
原
年
金
事
務
所

�

☎
０
４
６
５
―
２
２
―
１
３
９
１

　
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
あ
り
、
法

律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
ポ
イ
捨
て
も
業
者
の
大
量

不
法
投
棄
も
ど
ち
ら
も
不
法
投
棄

で
す
。

　
不
法
投
棄
は
、
地
域
の
景
観
を

損
ね
る
だ
け
で
は
な
く
、
河
川
や

土
壌
の
汚
染
を
起
こ
す
原
因
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い
た
め
に

　
不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い
環
境
づ

く
り
に
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の

協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
不
法
投
棄
を
さ
れ
た
物
は
、
そ

の
場
所
（
土
地
）
の
所
有
者
、
管

理
者
が
処
理
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
所
有
者
、
管
理
者
の
方
は
、
不

法
投
棄
を
さ
れ
な
い
た
め
に
も
、

樹
木
等
の
管
理
、
柵
を
設
け
た
り

看
板
を
掲
示
し
た
り
す
る
な
ど
、

不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い
よ
う
適
切

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
不
法
投
棄
物
を
環
境
セ

ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
で
処
理
す
る

際
に
は
、
ご
み
処
理
手
数
料
の
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
環
境
課

�
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